
令和６年度第２回帯広市交通安全市民会議 議事要旨 

 

１ 日時 令和６年 12月 24日（火） 14:00～15:29 

 

２ 会場 帯広市役所 10階第６会議室 

 

３ 出席者 

（１）委員    中馬 いづみ、塚本 俊二、小森 明仁、秋山 和仁、村岡 克己、 

高野 英樹、遠山 美津子、猪子 荘太郎、小野寺 正次、吉村 典子、 

堺 玄州、髙倉 美惠子、中村 博明 

（以上 13名、敬称略） 

   ※欠席委員 太田 義彦、佐藤 寛之、内田 朋宏 

（以上３名、敬称略） 

 

（２）事務局   総務部長 河原 康博、危機対策室長 松原 浩司、 

危機対策課長 尾澤 琴也、危機対策課長補佐 今野 さゆり、 

危機対策課主任補 手塚 優人、危機対策課係員 工藤 明日美 

（以上６名） 

 

４ 会議次第 

（１）開会 

（２）新任委員紹介 

（３）議事 

①令和５年度帯広市交通安全実施計画における実績報告について 

②道路交通法の改正について 

③第 12次帯広市交通安全計画の策定について 

④帯広市の交通事故実態について 

（４）意見交換 

（５）閉会 

 

５ 議事 

（１）「①令和５年度帯広市交通安全実施計画における実績報告について」 

 令和５年度帯広市交通安全実施計画における実績報告について、資料２「令和５年度

帯広市交通安全実施計画」、資料３「令和５年度帯広市交通安全実施計画実績報告」の

内容に沿って事務局より説明。 

 



（２）「②道路交通法の改正について」 

  令和６年 11月１日施行改正道路交通法により、自転車の「ながらスマホ」、「酒気帯

び運転」が罰則強化されたことから、資料４「道路交通法改正リーフレット」、資料５

「自転車の安全利用チラシ」の内容に沿って事務局より説明。 

 

（３）「③第 12次帯広市交通安全計画の策定について」 

  第 12次帯広市交通安全計画策定に向けたスケジュールについて、資料６「第 12次帯

広市交通安全計画策定スケジュール（案）」の内容に沿って事務局より説明。 

 

（４）「④帯広市の交通事故実態について」 

帯広市の交通事故の件数、内容等について、資料７「帯広市の交通事故実態」、資料８

「交通死亡事故の発生状況」の内容に沿って事務局より説明。 

 

【議事に対する質疑応答】 以下主な要旨 

○ 2026年より、一部生活道路の法定速度を 30キロに引き下げとする改正道路交通法

が閣議決定されたが、第 12次帯広市交通安全計画において、ゾーン 30などの交通

安全対策を取り入れる予定はあるか。 

  → 国や、北海道の方針が示され、それに倣い帯広市の特色を加えながら策定してい

くこととなるが、計画の内容は現段階で未定。 

 

○ 過年と比較し、令和５年中における帯広市の交通事故数が突出して多いが、第 12

次帯広市交通安全計画の策定も含め、帯広市としてどこに力を入れていくか。 

→ 第 11次帯広市交通安全計画の分析を行い、市民の皆さんの意見や、帯広市交通

安全市民会議からの意見などを取り入れながら、第 12次帯広市交通安全計画を

策定していく。 

 

○ 令和６年 11月１日施行、道路交通法の改正による自転車利用の罰則強化につい

て、帯広市内の高等学校の生徒に対し、市としてどのように啓発しているか。 

  → 帯広市内の各高等学校へ、資料４「道路交通法改正リーフレット」を送付してお

り、生徒への周知・啓発に努めていただくようお願いしている。 

 

 質疑応答 終了 

 

６ 意見交換 以下主な要旨 

 各委員より、所属団体で行なっている活動内容や、日頃の交通安全における意見等を交換。 

 

７ 閉会 


